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要旨（Abstract） 

一般の中学校や高等学校において、音楽科における発声指導はとても難しいものがある。合唱部や音楽

クラブ等で活動している生徒ならば声楽的な発声は当然であるが、一般生徒においては、その特殊性は中

々理解し難いといえる。それは普段の生活の中で、音楽的な発声を行うことが殆んどないからである。生

徒は、音楽を聴く機会は多いが、一般的には「流行歌」と呼ばれる音楽が大半を占め、その発声は「地

声」と呼ばれるものが多いからである。さらに生徒たちの日常は、声楽的な発声とは掛け離れたところに

ある。そこで本稿では、まず「流行歌」と言われる曲を生徒が好む理由を考えたい。さらに NHK 合唱コ

ンクールの歴史に触れながら、その曲の活用について論じる。それらを踏まえ、時間数が減少している音

楽の授業における、合唱に向けての発声指導について、短期間でも可能な効果的な指導方法を提案する。

キーワード：発声指導、地声、流行歌、合唱曲、音楽科指導

Ⅰ．発声練習の前に 

音楽の授業で扱う楽曲の多くは声楽的な発声を必要としており、特に合唱曲と呼ばれる楽曲を扱う際に

は、必ずというほどそれで歌わなければならない。さらに合唱は大人数で歌うことが多く、それぞれの個

性よりも皆で溶け合わす一体感が求められる。そして、それを発表する場所も放送局のスタジオのような

マイク等の音響設備の無い、体育館や講堂といった広い場所で声を鳴り響かせなければならない。普段の

生活で必要を感じていない彼らに、「音楽科」という、限られた短い時間の中で、声楽的発声の必要性を

理解させ意欲的に練習に取り組ませることは大変難しいことだが、早急に取り組まなければならない課題

である。

合唱部や音楽クラブの活動時間は、一般の音楽授業よりも多くの時間を「発声」に費やしている。それ

らの部がどれほど「発声練習」に時間を割いているのかは、全国的にアンケートしたことはないので分か

らないが、レベルの高い学校ほど、そういうベーシックな部分に時間を掛けていることは容易に想像がつ

く。声楽でも器楽でも楽曲の音楽的練習よりも「音を合わせる」ことに大半を割かなければ、コンクール

等で上位の賞にはたどり着けないからである。どんなに美味い料理を作ろうとしても、元の材料が整って

いなければ無理であるのに似ている。しかし、一時間の音楽の授業の大半を発声練習に割いたとしたら、
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どうなるのであろう。良い声が生まれる前に、生徒は飽きてしまって遊びだすに違いない。つまり、発声

練習に取り組めること自体が、その団体の音楽レベルに比例していると言えよう。合唱部において、発声

練習は「日常」であるが、一般生徒に対しては、まずその必要性を深く理解させるところから指導を始め

なければならない。ここに「発声練習」の難しさがある。筆者はそれを「音楽のジレンマ」と呼んでい

る。「上手」になるために「練習」をしなければならないが、「練習」するとつまらなくなり、余計に練

習から離れて「下手」になっていくからである。合唱で上位の学校は、その事実をよく知っている。「つ

まらない練習こそ大切である」ということを体験的に理解しているのである。新入部員は体験していない

はずだが、おそらく彼らは輩たちの姿を見て学んでいるに違いない。では、合唱部に属さない一般生徒

は、どのように指導をすればよいのかについて、以下に述べたい。

Ⅱ．新たな価値観の創造 

 だからこそ「鑑賞」の時間が重要となるのである。これは今回の研究とは別の部類に相当するものであ

るが、「鑑賞」という領域を通して、その楽曲の「良さ・素晴らしさ」を伝え感じ取らせていかなけれ

ば、合唱の美しさを感じることもない。筆者は「鑑賞」から「表現」に結び付けさせていきたいと考えて

いる。これは、一般生徒を取り巻く環境を理解し、そこから新たな「価値観」の創造を図っていく道のり

であるといえよう。

先述の「音楽のジレンマ」と関連付けて、一つの例を挙げる。筆者は、気功師が気で相手を吹き飛ばす

場面をテレビで見たことがあるが、吹き飛ばされる相手も「氣」が使えないといけないらしい。「氣」で

相手を飛ばすためには、相手にも「氣」を教えなければならないようである。音楽でも同様に、「価値

観」がない者に何を言っても通用しないという点において、気功と似ていると筆者は考える。

Ⅲ．流行歌の魅力 

 生徒たちに、クラシックの「歌曲」や「合唱曲」の良さを、どのように伝えていけばよいのだろうか。

先ほどの料理のように、生徒にとって「流行歌」等の献立は、とても美味しいのであろう。我々教師がし

なければならないことは、その「料理」を否定することではない。彼らが「美味い」と感じているのだか

ら「うまい」ものは「うまい」のである。否定するのでなく、むしろ肯定し「なぜ美味く感じるのか」を

理解することから始めなければならない。そこから、次の打開策を高じた方がよい。ポピュラー音楽の部

類はそれはそれで、とてもよく考えられている。彼らはそれを売ることで生活しているからである。商品

を売るコマーシャル活動も同様だが、音楽的にも多大な労力やお金が掛かっている。教育界の比ではない

はずである。学校の教師が生徒に上手く歌わす指導が出来なくても、仕事を失うことはほとんどない。ち

ょっと大学で音楽を専攻し、クラシックの専門的な発声を学んだ者は、得てして歌謡曲の歌手達の歌声を

批判するようになる。卒業後に学校の教師になれば、彼らは音楽の授業で合唱を指導するようになる。し

かし現実はやんちゃな生徒が存在し「私はちゃんと教えているのに全然歌ってくれない」と、生徒を批判

するようになる。つまり上手く歌えないことを、全部生徒のせいにしておけば、給料は貰える。

しかし「流行歌」の歌手達は、それではすまない。売れなければ、それこそ死活問題になる。そんな彼

らに、音楽教師が勝てるわけがない。だからこそ、そこから教師が学ぶべきことは沢山あるはずである。
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特に彼らはテレビを媒体にすることから、必然的にビジュアル面にもこだわった、より分かりやすい曲と

なっている。昔は音だけで、歌手が歌う姿の絵が付いているだけであったが、今は、まずプロモーション

ビデオを作製し物語性を持たせて、より世間に広がりやすい作りとなっている。

Ⅳ．NHK 合唱コンクール

NHK の合唱コンクール(NHK 全国学校教育音楽コンクール)は古くから行われている、素晴らしい合唱

コンクールである。1932 年(昭和 7 年)に「児童唱歌コンクール」として始まったとされ、1940 年(昭和

15 年)に日本放送協会が共催し小学校の部から始まった。第二次世界大戦のため一時中断されていたが、

1946 年(昭和 21 年)に関東地区のみで復活開催された。1962 年(昭和 37 年)から現在の「NHK 全国学校音

楽コンクール」と名称が変更され、1984 年(昭和 59 年)に「全日本音楽教育研究会」が共催するに至っ

た。現在は小学校・中学校・高等学校の 3 部門に分かれている。出場校は課題曲と自由曲を演奏し、課題

曲は毎年新曲が書き下ろされている。近年はポップスの作詞・作曲家やシンガーソングライターが課題曲

を担当することが多くなり、教科書や合唱曲集にも掲載されるようになった。現在は全国から 2500 校程

が参加する大規模な合唱コンクールになっている。このように、通算 90 年近い歴史を持つ伝統的なコン

クールであるため、その時々の時代背景が選曲に大きく反映されている。先述したポップスのシンガーソ

ングライターの起用は、時代のニーズにも対応したよい例である。そこで、音楽の授業における合唱曲

を、その NHK の合唱コンクール(以後略して N コン)の成果を基に、選曲するようにしてみた。実際、筆

者が授業で試してきた曲の中で、具体的には「証(flumpool)」「友～旅立ちの時～(ゆず)」「虹(森山直太

朗)」「YEEL(いきものがかり)」等は、とても歌いやすく、合唱への取りかかりには、大変適していると

思われる。これらは、元はポピュラー音楽のジャンルに相当するが、合唱曲としてもしっかりとしてお

り、何よりも現在の生徒たちの感性にマッチしている。同じように、N コンの課題曲ではないが「道

(EXILE)」「青い鳥(ゴスペーラーズ)」「青春賦(ももいろクローバー)」等も同様に効果がある楽曲であ

る。

Ⅴ．よい発声への移行

 まず、それらの楽曲を使って、原曲のプロモーションビデオを見せながら徐々に合唱へと目を向けさせ

ていく。原曲はポップスの歌声であることを説明し、特に一人で歌う時には、むしろ「地声」の方がその

人の個性が強調されるので都合がいいことを伝える。またマイクや PA をふんだんに使える環境のことも

教え、歌手がやっていることを否定せず、しっかりと良さを伝えていく。次に、原曲に興味を持たせたと

ころで、みんながこれから取り組もうとする合唱曲への理解を深めさせる。この(原曲)ように一人で歌う

ことも良いが、「みんなで歌う」という合唱は、また別の魅力を持っていることを教えていくわけであ

る。それは、多数による「迫力」や「一体感」からの「共感・感動」等が、一人では味わえない合唱なら

ではの「音楽美」であることを示唆している。素晴らしい合唱のお手本となる演奏を、聴かせてみるのも

いいだろう。今は音楽室にも教育機器が充実していて、昔のようにステレオ装置が置いてあるだけではな

い。そういう機材を活用しながら、それを歌っている個々の声がどうなっているかを説明していけばよ

い。そうすると曲の良さが理解できて、ようやくここから「良い声」につながる「発声練習」に入ってい
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くことが出来るのである。

Ⅵ．短時間で効果の上がる発声法

 「そんなものが在るのなら、苦労はしない、無いから困っているのだ。」という声が学校現場から聞こえ

てくる。特に音楽の時間数も減らされて、しかも内容は合唱以外にもするべきことは増えている。音楽教

師からの、お叱りはごもっともである。前述のとおり、優れた合唱団は、発声練習をおろそかにしない。こ

こにこそ「時間」を掛けるのである。それは合唱を商売とは言わないが、かなり専門的なアプローチを選

択した、「合唱を分かる」人たちの集団である。しかし、我々が対象とする一般生徒は、「音楽のジレン

マ」のなかに蠢いている。そこからの脱出には、「時間を掛ける」ことが一番必要であるのにもかかわら

ず、「時間を掛ける」ことを最も「嫌う」人たちである。以上の考察から、今後は最低限のやり方を示し、

あとは本人が必要性を感じ「もっとやりたい」「もっとやらなければならない」と自然に意欲が上がって

いく方向に持っていくことこそが、我々に求められている指導法であると考える。以下、その方法につい

て、具体的かつ段階的に提案していく。

Ⅶ．短時間で効果の上がる発声法の実際

(１)音階練習をする 

音感練習をする場合は１点ハ音から２点ハ音だ。ドレミファソラシドと階名唱で上っていく。(図①)

発声の専門家に言わせれば、階名唱をさせると「子音」の影響でよけいに舌や顎に力入ってしまうので

「母音唱(Ah)の方が良い」と言われそうである。しかし一般生徒にはドレミの方が音程感は掴みやすい。

まず音程感が育たないとカラオケを歌った場合でも「音痴」と言われかねない。つまり、いくら音色が

美しくても、音程が外れていては笑われるのがおちだからだ。たとえ、喉がしゃがれた「ダミ声」でも

音程さえ良ければ、それは「個性」だと賞賛される。

（図①）

 ここでの注意点は、とにかく「音程感」にある。ピアノの音をよく聴いて合わせるようにすること

  である。筆者は、ある田舎の小学校で、とても美しく児童に合唱させている教師の話を聞いたことが

ある。その教師は音楽の担当者ではなく、当然専門的な勉強もしたこともない。そのごく普通の教師
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が行なっているのは、一日一回だけ一人ひとりの生徒を呼んで、オルガンに合わせて「ドレミファソ

ラシド」を歌わせているだけだという。一日一回だけでも、それが継続されて音感が育っていったこ

とは明白である。生徒とのコミュニケーションを毎日図りながら、訥々と一本指で鍵盤を弾いている

その教師の姿を想像するたびに、そこに我々が目指す音楽教育の原点を見た思いがする。

(２) 美しく響く音を聴き取る

次にすることは、今歌った「ドレミファソラシド」で何の音が一番美しく響いているかを、聴き取ら

せることである。これは、人によって感じ方が違うので、色々な意見が出ても構わない。出た意見を、

決して否定はせず、なぜそう思ったかを大切にしていく。生徒が、今まで「地声」で歌ってきた場合は

尚更である。多分、大きな声が出せる方が良いと思っているはずである。もちろん声量も大切ではある

が、それよりも「響き」に注意させ、もう一度音階を歌っていく。そうして「シ」(１点ロ音)が最も美し

く、響いているのを確認させる。(図②) 

（図②）

(３) 響きを記憶させて歌う

ここで「シ」(１点ロ音)が確認できたなら、その響きを記憶させ、上から下の「ド」(１点ハ音)まで同

じ響きになるように気を付けながら歌わせる。この時に低い音は、あまり大きく歌わせず、口もことさ

ら開けさせる必要はない。顎に力を入れないことがポイントである。感覚としては、低い音も「裏声で

歌う」という感じである。当然、「裏声」なので声量は無いように聴こえるが、響きで音量を豊かにし

て行くことを目指させていく。決して「地声」になってはいけないことを留意させる。

(４) 高い音の練習に入る

次に、高い音の練習に入るのである。今、下がってきた「ド」(１点ハ音)から、「ド→ミ→ソ→ラ→ソ
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→ミ→ド」(図③)という音程で「I-Ma-Ya-Ma-Ni」という発音をして半音ずつ登っていく。

  (図③) 
「いーま やーまにー」と歌っていくのであるが、特にこの歌詞に意味はない。ラの音が一番高い部分

なので、その時に手でお腹を押さえ、腹筋がしっかりと使えているかを確認する。この時にお腹が凹ま

ないように気を付けさせる。お腹に力が入っていれば、むしろ手が押し返されて膨らんだように感じる

はずだ。筆者は「今、山に、腹に力を入れて斜面を頑張って登っている」のだと生徒に説明している。

半音ずつ上がっていくので、高い音への抵抗は幾分軽減されている。かなり昔から行われている発声

方法の一つだが、その場合にドミソドソミドというように、最高音がオクターブ上のドで行っている合
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唱部が多い場合がある。しかし、ここではドミソラソミドというように「ラ」の音を頂点としていきた

い。これは、やはり高音域に上がる抵抗を少しでも減らそうとして、ドミソ→ドという４度の跳躍を避

けているものである。ドミソ→ラであればソとラは長２度で済むのである。このようにして、徐々に(半

音ずつ)上がっていき、図③楽譜の最後の小節のように、基準音が２点ハ音まで行う。この時の最高音は

２点イ音になっているはずである。高い音を出すときは、口はなるべく開いて歌うようにさせる。実際

の曲では、歌詞が付いている場合がほとんどだが、プロの歌手でも高音域は歌詞を「捨てている」よう

に思う。これは、歌詞ははっきりと聴こえた方が良いが、それよりもまず良い響きを優先させているた

めだと言われている。この場合もやはり顎の力を抜いて口を大きく開け、頭蓋骨の上の方に音を当てる

感じが大切である。

(５) サイレンの練習

高い音はやはり難しく、なかなか上手く出ないかもしれないが、チャレンジしていかなければ決して

出ることはない。普段の生活に、ここまで高い音を使うことはないからである。そこで、そのコツを掴

むために「サイレン」の練習をすると良い。(図④)最近ではあまり聞くことはないかもしれないが、災

害時などでは市役所から緊急避難の合図がある。あの音を真似するのである。これも３段階くらいに分

けて、出来れば３点ハ音位まで出せるようにする。あまり真面目に捉えず、遊びの感覚で指導する方

が、より力も抜けてよい効果が出ると思う。

(図④) 

指導方法が分かりにくいため、便宜上音符で表してみたが、実際はサイレンのように連続した「ポル

タメント」で、「ウ～ウ～ウ」と発音させると良い。拍子も便宜上のものであるが、音を上昇させるた

めに、その分、時間をかけるように音符も大きくしてある。上がった感じとスピード感を感じるため

に、手で指揮をしながら声を出すと更に分かりやすいと思う。(図⑤) 

ここでは指揮について触れないが、最低限気を付けたいことは、１拍目では必ずしっかりと下に降ろ

し、打点をはっきりと示すことである。この場合にも、やはり脱力が重要である。そして、二拍子の２

拍目、三拍子の 3 拍目、四拍子の 4 拍目で腕の動作も下から上にあがるため、声も「ウ」(U)でサイレ

ンのようにグリサンドして上がるとよい。腕の動くスピードと息の速度が合わせられると更に分かりや

すいと思う。もう片方の手でお腹を押さえ、ここでも腹筋を意識し凹まないように注意すると良い。
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《２拍子》 《３拍子》 《４拍子》  

(図⑤) 

(６) オクターブ上で歌う

高い音の感じがつかめたら、(２)で行った練習をオクターブ上で歌ってみる。(図⑥) 

(図⑥) 

特に気を付けたいのは、(３)でもそうであったが、途中で 2 回目のチェンジ(2nd-change)を行う時
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に、そのチェンジが分からないようにスムーズに行うことが大切である。先にも述べたが、高い音に向

かうにつれて口を大きく開いていき、歌詞をはっきり言おうとせず、口は動かさない。顎には力を入れ

ないということも同じである。お腹もやはり腹筋を意識して、凹まないように気を付ける。片手で顎を

持ち、力が入っていないことを確認する。もう片方の手でお腹を押さえて凹んでいないかを確認するこ

とも有効である。「三点ハ音は通常の合唱曲ではほとんど出て来ないので必要ない」と言われるかも知

れないが、実際にこの音が出せることは、大きな余裕となって返ってくる。

筆者はよく冗談で、女子生徒が地声で歌っていると「おっさんみたいやなぁ」と言ったりする。しか

し「おっさんでも IKKO さん*１)は裏声(1st-chage)で、オネエ声が出せるのだから、みんなは 2nd-

change をするように励ましている。 

Ⅷ．成果と今後に向けて

 以上の練習を１セットとして、毎授業一回でよいので行なっていけば、徐々にではあるが成果が表れて

くる。発声の練習時間は、５分も掛からないのである。専門家からすると、もっと良い指導方法があると

言うだろうし、さらに必要な練習も多々あることは、筆者は分かっている。しかし、学校現場という限ら

れた時間の中で、効果的に発声を習得する方法は、より多くを学ぶことではなく、既成概念の多くを「捨

てる」ことである。

ここで取り上げた練習は生徒の理解できるアイテムだけを残し、それを大切に育て「自ら学ぶ力」に変

えていく方法である。最初は半信半疑であるかもしれないが、合唱コンクールや文化祭などの音楽集会を

通して、目の前の友達が素晴らしい合唱を披露しはじめると、生徒はそれを信じるしかなくなってくるだ

ろう。今回の単純な練習方法でも、何年か実践を重ねていき、良い声の見本となる学年やクラスが出現し

だすと、後は加速度的に広がっていくことが証明されている。それは生徒の中で価値観が共有されたこと

を意味する。そうなれば上達は早い。くどくどとした説明も要らなくなる。このように生徒の日常の中に

「よい歌声」が根付いて行けるなら、それはもう「文化」と言えるだろう。

Ⅸ．おわりに

 とにかく説明だけでは分からないのが、音楽の世界である。なぜなら「音」は、目に見えないからであ

る。初めて合唱曲を聴いて、即感動できる生徒はかなり良いセンス（感性）の持ちぬしである。歌謡曲や

ポップスをベースにしている合唱曲でも、大抵は原曲の方が良いに決まっている。そのため単純に聴いた

だけでは、その良さはなかなか分からない。やはり合唱は他とのハーモニーであるため、体感しなければ

分からないものである。ここにも「音楽のジレンマ」が存在する。やって(体験して)みなければ分からな

いものだが、体験するためには「良い発声」でなければ、一体感は生まれないということである。「今は

溶け合わなくても、その練習を頑張って続ける」、すると「やっと感動にたどりつく」ということであ

る。その途中の「単調でつまらない」過程を、ガマンして持続させる力が何としても必要になる。

それは、やはりその曲を聴いて「美しい」と心底思える感性があり、自分もそうなりたいと願う気持ち

が必要である。いいかえると、一重に「それが良いのだ」という「価値観」である。それはやはり「セン

ス」(感性)であるといえる。我々教師は「センス」は生まれ持っての才能とせず、その生徒一人ひとりの
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「センス」（感性）を磨き、新たな価値観を教えることができる存在にならなければならない。
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